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１．はじめに 

現行の水道水質基準では、アルミニ

ウム及びその化合物は 0.2mg/L 以下であること

と定められています。また、水道水質管理上留意

すべき項目である水質管理目標設定項目では、ア

ルミニウムの目標値は 0.1mg/L 以下とされてい

ます。 

その一方で、国内の浄水場の多くは、ポリ塩化

アルミニウム（通称“PACl”）、硫酸アルミニウム

などのアルミニウム系凝集剤を用いています。こ

のため、凝集剤由来のアルミニウムが基準値を超

える濃度で浄水中に残留することがありますが、

適切な条件で凝集処理を行うことで、原水よりも

アルミニウム濃度を低くすることも出来ます。 

 

２．浄水中にアルミニウムが残留する原因 

アルミニウム系凝集剤を用いた場合、浄水中に

基準値を超える濃度でアルミニウムが残留してし

まうのは、凝集 pHが適正でないことが原因です。

アルミニウム系凝集剤を水に加えると、水中のア

ルカリ分と反応して水酸化アルミニウム水和物を

形成します。この水和物は中性付近で最も安定す

るため、アルミニウムイオン濃度も中性付近で最

小となることが知られています 1)。 

例えば、原水の高濁度時や藻類発生時等に凝集

不良が生じた場合、一時的に凝集剤の注入率を高

くして凝集状態の改善を図ることがあります。こ

の時、凝集剤は原水中のアルカリ度を消費するた

め、元々アルカリ度が低い原水に凝集剤を多量注

入すると、pH が低下して適正範囲を外れ、残留

アルミニウム濃度が高くなることになります。 

 

３．浄水中の残留アルミニウムの抑制方法 

浄水中の残留アルミニウムを抑制するためには、

適正な凝集 pH で凝集処理を行うことが効果的で

す。凝集剤に PACl を用いる場合には、最適凝集

pHが中性付近であるため、アルミニウムイオン濃

度が最小となる pHと一致します。したがって、最

適凝集条件で処理を行えば、アルミニウムの残留

も抑制できることになります。 

もし、pHが高い原水の場合には、硫酸、炭酸ガ

ス等を注入して凝集時の pHを低くすることで、浄

水中のアルミニウム濃度を 0.1mg/L 以下に出来る

ことが知られています。 

例えば、図 1は、筆者らが全国約 30ヶ所の水道

原水を対象に実施したジャーテストの結果から、

「凝集 pH」と凝集沈殿ろ過水中の「残留アルミニ

ウム濃度」の関係を整理したものです。凝集剤に

は PACl を用いました。撹拌時間、PACl 注入率、

pH 調製剤の種類等は原水水質により試験の都度、

設定したため完全に同じ試験条件での比較ではあ

りませんが、いずれの原水も、凝集 pHが下がるほ

ど残留アルミニウム濃度が低くなる傾向にありま

す。そして、本結果からも、残留アルミニウム濃

度を 0.1mg/L 以下にするには、凝集 pH を 6.8 よ

りも低くすれば良いことがわかります。 

但し、pHを低くした場合には、浄水のランゲリ

ア指数も低くなるため、後アルカリ処理が必要に

なる可能性があり、留意が必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図1 凝集pHと残留アルミニウム濃度の関係 2) 

（出典：水道技術ジャーナル 2011 年 4 月） 
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Ｑ 凝集残留アルミの抑制方法について教えてください 
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